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4, 440
元年 度の区内全16 図書館の1 日 当たり平均

入 館者数です。館別 では 、中央図書館( 476 人)

や 竹の塚図魯館( 474 人) などか多く の方に利
用さ れました。7 月から 利用者図書検索シ ス
テムを開始。本 探しか簡単になり 彖し た。

広がる水と緑の快適空間

せせらぎ水路(東綾瀬公園内)
中 居 堀 親 水 緑 道( 一 部) 完成

足
立
区
は
、
か
つ
て
東
京
の
米
倉
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
農
業
が
盛
ん
で
し
た
。
綾
瀬
地
区
一
帯

も
稲
作
地
域
で
あ
り
、
東
綾
瀬
公
園
の
あ
た
り
は
、
上
流
か
ら
多
く
の
農
業
用
水
路
が
流
れ
込

ん
で
い
ま
し
た
。
都
と
区
は
、
こ
れ
ら
の
水
路
を
親
水
水
路
と
し
て
復
活
さ
せ
、
水
と
繰
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
東
綾
瀬
公
園
内
に
「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
が
完
成
。
ま

た
、
そ
の
上
流
に
も
、「
中
居
堀
親
水
緑
道
」
の
整
備
が
一
部
完
了
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
水
辺
と
の
ふ
れ
あ
い

「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
は
、
東

綾
瀬
公
園
の
野
球
場
C
グ
ラ
ウ

ン
ド
北
側
か
气

公
園
内
を
通

り
東
京
武
道
館
を
経
て
。
綾
瀬

駅
前
通
り
ま
で
の
全
長
約
1
よ

(綾
瀬
六
丁
目
3
7～
綾
瀬
三
丁

目
8
)
。
水
路
に
沿
っ
て
歩
く

と
、
い
ろ
い
ろ
な
水
辺
と
の
ふ

れ
あ
い
が
楽
し
め
ま
す
。

「
観
察
の
池
」
は
、
ヤ
ゴ
や

ア
メ
ン
ボ
な
ど
の
水
生
昆
虫
や

魚
が
生
息
。
子
供
た
ち
の
自
然

観
察
に
良
い
場
所
で
す
。

「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
」
で
水

に
つ
か
っ
た
り
、「
遊
び
の
せ
せ

ら
ぎ
」
で
ネ
ッ
ト
の
橋
を
渡
る

な
ど
水
遊
び
の
で
き
る
施
設
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
散
策
の

せ
せ
ら
ぎ
を
は
、木
立
の
中

で
さ
わ
や
か
に
散
歩
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
。

ま
た
、「
水
の
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
」
は
訪
れ
る
人
を
駅
前
か
ら

東
京
武
道
館
へ
導
く
お
し
ゃ
れ

な
水
路
。
都
市
景
観
を
意
識
し

た
も
の
で
す
。

観 察 の 池

いかだやカヌーで
水遊び

自
然
の
小
川
の
よ
う
に

せ
せ
ら
ぎ
水
路
の
上
流
に
位

置
す
る
の
が
「
中
居
堀
親
水
緑

道

」。
今
回
、完
成
し
た
の
は
、

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
の
南
側
か
ら

東
綾
瀬
公
園
北
側
ま
で

【
谷
中

】丁
目
H
～
綾
瀬
七
丁
目
1
7
)

の
全
長
4
0
0口
で
す
。

水
路
の
始
ま
る
地
点
で
は
、

水
が
壁
伝

い
に
流
れ
る
泉
を
設

置
。
水
路
の
岸
辺
は
、
土
や
石

で
つ
く
ら
れ
、
水
生
植
物
が
植

え
ら
れ
た
の
で

、
自
然
の
小
川

の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。自

然
の
大
切
さ
が
感
じ
ら
れ

る
散
策
路

。
水
と
緑
の
快
適
空

間
が
、
ま
た
1

つ
広
が
り
ま
し

た
。

壁 の 泉

「滝のあるせせらぎ」
のトイレは水車小屋風

関
原
「
防
災
路
地
緑
化
」が

手
づ
く
り
郷
土
賞
に

7
月

、
関
原
の

絎

災
路

地
緑
化

」
整
備
が
、
平
成
2

年
度
(

手
づ
く
り
郷
土

ヱ

る
さ
と
)
賞

」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

「
手
づ
く
り
郷
土
賞

」
は
、

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
個
性

的
な
地
域
づ
く
り
を
行
っ
た

道
や
街
並
な
ど
に
与
え
ら
れ

る
賞
で
す

。
建
設
省
の
主
催

で
昭
和
6
1年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
5
回
目
。
平
成
2
年

度
は
、
全
国
で
2
1
5

件
の
応
募
が

あ
り
、「
防
災
路

地
緑
化
」
整
備

は
、4
テ
ー
マ

の
う
ち
の
1
つ
竃
活
(
く

ら
し
)
を
支
え
る
自
然
の
水
3
0

選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

関
原
の
防
災
路
地
緑
化

は
、
延
長
約
1
0
0
口
の
路
地
の

地
下
に
雨
水
の
貯
水
槽
5
基

を
埋
め
、
消
火
用
水
に
利
用

す
る
な
ど
、
防
災
の
拠
点
づ

く
り
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
生
け
垣
、
水
遊
び
の

で
き
る
わ
き
水
や
ポ
ン
プ
な

ど
、
下
町
の
清
緒
あ
ふ
れ
る

路
地
景
観
に
も

配

慮

し

ま
し

た
。地

元
で
は
、

「
自
ら
の
ま
ち

は
、
自
ら
の
手
で
守
る
」
を

合
言
葉
に
、
消
火
訓
練
が
活

発
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
防
災

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

消火用水になるわき水

足立を
再発見
しませんか

あ
だ
ち
リ
バ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

水
上
バ
ス
に
よ
る

河
川
め
ぐ
り

隅
田
川
や
荒
川
か
ら
足

立
区
の
水
辺
を
眺
め
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

日
時
1
0
月
3
囗
(
水
)
、

午
前
1
0時
～
午
後
2
時

3
0分
(
予
定
)

予
定
コ
ー
ス

浅
草
汞
　

上
バ
ス
乗
船
場
集
合
)
　

～
千
住
大
橋
～
岩
淵
水

門
～
千
住
新
橋
り
東
京

港
～
浅
草

定
員
9
6
人
(
抽
選
)

参
加
費

▽
観
光
協
会
会

員・
:千
円

▽
会
員
以

外
:
千
5
0
0円

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ

に
希
望
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
会
員
・
会
員

外
の
別
、「
リ
バ
ー
ウ
ォ

ツ
チ
ン
グ
希
望
」
と
明

記
(
1
組
5
人
ま
で
、

子
供
も
1
人
と
し
て
数

え
ま
す
)

申
込
期
限
9

月
5
日
消

印
有
効

抽
選
9

月
1
0日
(
月
)
、

午
後
2
時
・
中
央
本
町

庁
舎
2
0
2
会
議
室
で
公
開

抽
選
。
結
果
は
返
信
用

(
ガ
キ
で
通
知
し
ま

す
。

施
設
め
ぐ
り

バ
ス
で
区
内
の
施
設
を

巡
り
ま
す
。

日
時
9

月
1
2
日
(
水
)
、

午
前
8
時
4
0
分
・
本
庁

舎

宇

住
)

前
集
合

主
な
見
学
先
(

予
定
)
　

郷
土
博
物
館

、
花
畑
大

鷲
神
社
、
教
育
セ
ン
タ

上

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
)

ほ
か

定
員
4
0
人
(
抽
選
)

参
加
費

▽
観
光
協
会
会

員
:
半
5
0
0円

▽
会
員

以
外
・
=
2
千
円

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ

に
住
所

、
氏
名

、年
齢
、

電
話
番
号
、
会
員
・
会

員
外
の
別
、「
施
設
め
ぐ

り
希
望

」
と
明
記

了
　

組
2
人
ま
で
)

申
込
期
限
8

月
2
4
日
消

印
有
効

―
―
い
ず
れ
も
―
―

※
参
加
費
は
当
日
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。(昼
食
付
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立

区
観
光
協
会
(

〒
1
2
0中

央
本
町
1
-
1
7
1
1
　

中
央
本
町
庁
舎
・
商
工

振
興
課
内

四
8
8
0
5
1
　
9
1
)

※
申
し
込
み
は
、1

組
1

通
に
限
り
ま
す
。
返
信
(

ガ
キ
に
代
表
者
の
あ
て
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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本庁舎(千住)への
お問い合わせは……

( 882) 1111㈹
本庁舎 以外への お問い合わせ は、
そ れ ぞれの電話 番号( 緑 色) へ。

福

祉

ご
存
じ
で
す
か

老
人
福
祉
手
当

6
5歳
以
上
で
3

ヵ
月
以
上
寝

心
豬
り
の
方

、
ま
た
は
老
年
性

痴
呆
で
常
時
介
助
を
必
嬰
と
す

る
方
(

在
宅
ま
た
は
入
院
中
)

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申

請
に
必
要
な
も
の

▽
本
人

名
義
の
預
金
週
帳
(
郵
便
局

は
除
く
)

▽
印
か
ん

▽

入
院
証
明
書
(
入
院
の
鳩
合
)

□
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

8
月
期
分
(
4

月
～
7

月
)

の
老
人
榻
祉
手
当
を
8
月
2
7日

こ
ろ

、
対
象
の
皆
さ
ん
の
口
座

に
振
り
込

み
ま
す

。
届
け
出
の

金
融
機
関
で
受
け
取
つ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
樊

ほ

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

▽
施
設
入
所

、
死
亡

、
転
出
等

で
受
給
資
格
が
な
く
な
う
た
と

▽
寝
た
き
り
の
状
態
が
回
復
し

た
と
き

▽
口
座
番
号

、
住
所
な
ど
届
け

出
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

▽
重
度
心
身
渾
害
者
手
当
を
受

け
る
よ
う
に
な
う
た
と

き

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
老
人
襴
祉
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や

、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は

、
経
験
曼

富
な
ペ
テ
ラ
ン
保
毋
が
育
成
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す

。
お
子
さ

ん
の
す
こ
や
か
な
或
長

の
た
め

に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ

い

。相
談
の

秘
密
は
厳

守
し
ま

す

。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興

墅

霄

園
(

西
斬
并
本
町
4

1
1
9
-
2
3
X
3
2
0

0
T
毎
週
月
・
土
曜
日
▽

親
脾
館
保
育
圜
(
梅
田
4
1

2
9
1
6
瑟
3
8
6
0
)

…
毎
週
水
・
金
曜
日
▽
新

田
保
育
圜
(
新
田
2
-
I
示
板

1
0

　
9
1
4
6
4
6
6
)
…
毎

週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁

舎
(
千
住
)
・

児
童
助
成
係

心
身
障
害
者
(
児
)
の

巡
回
相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
無
料
扣
鮫
を
行
い
ま
す

。

補
装
具

、
就
職
な
ど
の
相
駁

は
こ
の
憊

写

ご
利
用

く
だ
さ

い

。な
お

、
手
帳
交
付
の
相
陝
は

喪
2
の
各
禰
祉
事
務
所
で
随
時

行

う
て
い
ま
す

。

日

時
1
0
月
3

日
(
水
)
、
午
後
1

時
～
5
時
(

受
付
は
午
後
3

時
ま
で
)

場
所

竹

の
塚
障
害

福
祉
館
(

旧
心
身
障
客
褊
祉
セ
ン
タ

恚
※
当
日

、
車
で
の
来
場

は
、
な

る
ぺ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
員

圓
人
(
先
看
順
)

申
込
方
法

樞
祉
亊
務
所
の
窓

口
ま
た
は
電
話
予
約

受
付
期
間
9

月
4
日
～
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先

管

轄
の
擺

祉
事
秘
所
障
害
者
援
護
係

表2　 巡回相談申込・問合せ先

防

災

総
合
防
災
訓
練
の
た
め
河
川
敷
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

場
所

荒
川
河
川
取
左
岸
(
北

側
)・
西
新
井
橋
緑
地

期
間
8

月
2
7日
～
9
月
2
日

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

災
害
対
策
課

跏
5
0
1
1

保
険
と
年
金

ご
利
用
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
か

。

区
で
は

、
毎
月

、
皆
さ
ん
の

お
近
く
に
出
張
し
て
年
金
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す

。

ど
う
ぞ

、
お
気
軽
に
お
こ
し

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
鰥
推
進
係

跏
5
0
6
1

表1　 ねんきん出張相談

教

育

心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
の
就
学
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
4

月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
で
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
方

に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た

ら
良
い
か
、
専
門
の
相
談
員
が

相
駁
に
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

受
付
日
時

毎
週
月
曜
冫
金
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

電
話
予
約

問
合
せ
先
教
育
セ
ン
タ
ー
教

育
相
談
係
就
学
相
談
姐
当8

5
9
9
5
3
1

生
活
環
境

綾
瀬
川
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

緝
瀬
川
を
テ

ー
マ
に
絵
画
を

募
集
し
ま
す

。

あ
な
た
が
見
つ
け
た
新
し
い

綾
瀬
川
や

、「
綾
瀬
川
は
こ
う
あ

う
て
欲
し
い

」
と
い
う
願
い
を

絵
に
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

対
象

区
内
に
在
住
・
在
学
・

在
動
の
方

部
門

小
宇
生
低
学
年
の
都

、

小
掌
生

高
学
年
の
部

、
中
学

生
の
部

、
一
般
(

高
校
生
以

上
)

の
部

種
類
水
彩
画
(
ク
レ
ヨ
ン
も

可
)
・
B
3
判
(
弱
・
釿
×
5
1

7
メ
ー
ト
ル
)
で
未
発
表
の
も
の

テ
ー
マ

鮫
瀬
川
(
毛
畏
川

、

伝
石
川
等
の
支
川
を
含
む
)

画
題
は
自
由

※
入
賞
作
品
は

、
ポ
ス
タ
ー
・

出
版
物
等

に
掲
載
予
定
で
す
。

応
募
期
限
9

月
3
0
日
消
印
有

効
応
募
方
法

作
品
裏
面
に
応
募

用
紙
i

題

、
氏
名

、
住
所

を
明
記
)

を
貼
付
し

、
本
庁

舎
2
階
環
境
課
ま
た
は
中
央

本
町
保
健
相
談
所
4

階
環
境

課
水
質
調
査
係
へ
提
出

※
応
募
用
紙

は
各
区

民
事
務

所

、住
区
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
・

老
人
館
、
図
書
館

に
も
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
先

環
境
課
水
質
調
査

係

昌
5
3
7
5

水
洗
化
か
可
能
に
な
り
ま
し
た

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

次
の
垉
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、
3
年
以

内
に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
3

の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支

所

瑟
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま

す
。
エ
事
前
に
連
絡
の
う
え
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

計
画
調
整
課
助
成

係

　
膕
5
2
0
8

表3　 水洗化が可能になった地域

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
チ
発
売
中

販
売
価
格

単
品

刈
円
、
5
色

セ
レ
ト
胴
円

販
売
場
所

本
庁
舎
(
千
住
)
・

情
報
公
開
課
お
よ
ぴ
中
央
本

町
庁
合
・
情
報
公
開
課
分
室

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
注
)
・

広
報
課

届

出

千
住
緑
町
二
・
三
丁
目
の
皆
さ
ん
へ

住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す

区
で
は
、
千
住
緑
町
二
・
三

丁
目

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
新

し
い
住
居
番
号
を
つ
け
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

実
施
予
定
日
(
施
行
年
月
日
)

平
成
2

年
1
1月
1
2日

実
態
調
査
に
伺
い
ま
す

住
居
表
示
を
実
施
す
る
際
、

各
戸
(
家
、
商
店
等
の
建
物
)

の
形
状
、
世
帯
主
名
(
法
人
等

を
含
旦

な
ど
を
、
あ
ら
か
じ

め
調
査
す
る
必
要

が
あ
り
ま

す
。
調
査
の
た
め
区
役
所
の
腕

章
を
つ
け
た
調
査
員
が
お
伺
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
8

月
3
1日
ま
で

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
・

区
民
輝
(

住
居
表
示
担
当
)

　
揃
5
0
3
1

選

挙

や
さ
し
い
公
職
選
挙
法
Q
&
A

P
A
R
T
I
I
　寄
附
の
禁
止

公
職
選
挙
法
で
は
、
き
れ
い

な
選
挙
、
金
の
か
か
ら
な

い
政

治
の
実
現
の
た
め
、
寄
附

に
つ

い
て
厳
し
く
規
制
し
て

い
ま

す
。
違
反
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す

と
公
民
権
(
選
挙
権
・
被
選
挙

権
)
の
停
止
と
な
り
ま
す
。

主
な
事
例
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

Q

政
冶
家
等
が
町
内
会
の

野
球
大
会
に
際
し
て
カ
ッ

プ
や
記
念
品
を
贈
る
こ
と
は

で

き
ま
す
か

蒔

ち
回
り
の

た
め
の
貸
与
含
む
)
。

A

で
き
ま
せ
ん
。
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

Q

政
治
家
が
妻
や
秘
書
名

義
で
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
番
附
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
か
。

A

で
き
ま
せ
ん
。
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま

す
。

Q

政
治
家
等
が
出
席

を
予

定
し
て
い
る
結
婚
披
露
宴

や
葬
式
の
祝
儀
や
香
典
を
事

前
に
相
手
方

に
届
け
て

も
よ

い
か
。

A

罰
則
を
も
う
て
禁
止
さ

れ
ま
す
。
祝
儀
・
香
典
は
、

政
治
家
自
ら

が
当

日
出
席

し
、
持
参
す
る
も
の
に
限
ら

れ
ま
す
。

Q

後
援
団
体
が
町
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
の

パ
ス
旅
行
に

嚮
し
、
そ
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

餞
別
を
贈
っ
て
も
よ
い
で
す

か
。

A

贈
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
後
援
団
体
の
設
立
目

的
に
よ
り
行

う
事
業
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
罰
則

を
も

っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す

そ
の
ほ
か
、
寄
附
の
勧
誘
・

要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ

て
い
ま
す
の
で
お
互
い
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
零
中
見
舞
状
、
寒
中

見
舞
状
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ

状
を
出
す
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。《

選
挙
管
理
委
員
会
)

葬式 の 花 輪 は禁 止

み

ど

り

2
1世
紀
の
み
ど
り
を
つ
く
る

関
東
林
木
育
種
場

―
緑
化
啓
発
見
学
会
(
水
戸
市
)
―

参
加
者
募
集

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

。秘

の
素
晴
ら
し
さ
や
、
大

切

さ
を
感
じ
て
い
た

だ
く
た

め
、
毎
年
緑
化
啓
発
見
i

茎

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
水
戸
市

に
あ
る
、

農
菻
本
産
懈
那
野
庁
林
木
育
種

場

を
見
学
し
ま
す
。

日

時
1
0
月
6

日
(
土
)
、
午
前
9

時
本
庁
舎
(
千
住
)

前
槊

合
見
学
地

興
林
水
産
省
林
野
庁

林
木
育
槿
場
(
茨
械
県
水
戸

市
笠
原
町
九
七
八
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
(
1

人
1

枚
に

限
る
、
応
幕
多
数
の
樊

諡

抽
選
)

費
用

無

料

申
込
期
限
9

月
1
0曰
消
印
有

効
※
昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い
(
園
内
に
食
堂
は
あ
り
ま

せ
ん
)
。

申
込
・
問
合
せ
先

水
庁
舎
(
千

住
)
・
緑
化
係

健

康

<心
の
病
気
>

―
最
新
治
療
法
―

現
代
社
会
の
中
で
、
心
の
病

気

を
も
つ
人
は
年
々
増
え
て
い

ま

す
。
心

の
病
気
を
も
つ
人
に

と
っ
て
家
族
の
理
解
と
協
力
は

不
可
欠
な
も
の
で
す
。

病
気
や
服
薬
・
治
療
法
に
つ

い
て
、
お
悩
み
の
京
族
の
方
、

専
門
医
師
の
話
を
聞

き
、
適
切

な
対
応
の
仕
方
を
学
ぴ
あ
い
ま

日
時
9

月
2
日
(
日
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0
分

講
師

宮
内
諦
氏
(

東
京
大
学

医
学
耶
附
属
病
院
精
神
神
経

科
医
師
)

対

象

区
内
在
住
の
方

定
員
3
0

人

申
込
・
問

合
せ
先

東
和
保
健

相
馴
所

　
腦
4
1
7
1

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004

東 和保 健相 談所 　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

綾瀬川

みんなで
水質調査

全
国
一
級
河
川
の
中
で
、

水
質
ワ
ー
ス
ト
ー
の
績
瀬
川

の
現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
水
質
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
が
、
7
月
2
4日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
、
東

京
都
、
埼
玉
県
と
綾
瀬
川
流

域
の
2

区
4
市
が
始
め
て
合

同
胃

つ
た
も
の
J

。

緝
瀬
川
の
ほ
か
、
垳
川
、

花
畑
川
、
毛
長
川
を
パ
ス
で

見
学
。
採
取
し
た
水
の
、
に

お
い
、
色
、
透
視
度
な
ど
の

水
質
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
親
子
連
れ
を

含
む
2
5
人
が
参
加
し
、
炎
天

下
に
も
か
か
わ
ら
ず
職
員
の

説
明

に
熱
心
に

メ
モ
を
取

り
、
自
分
た
ち
の
街
の
河
川

浄
化
に
強

い
関
心
を
示
し
て

い
ま
し
た
。

1
0月
1
日
は
国
勢
調
査
!

2
1世
紀
の
日
本
を
考
え
る
資
料

第
1
2
回

足
立
の
花
火
大
会
の

実
施
結
果
に
つ
い
て

去
る
7
月
2
6
日
の
花
火
大

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
折
か

ら
の
雷
雨
の
た
め
、
予
定
時

間
を
1
時
間
ほ
ど
繰
り
下
げ

て
の
実
施
と
な
り
、
区
民
の

皆
橡
の
ご
期
待

に
、
充
分
お

応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
こ
と
を
非
常
に
残

念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

関
係
者
一
同
、
今
大
会
に

お
け
る
運

宮
上
、
施
般
設
備

上
の
教
訓

を
活
か
し
、
明
年

の
第
1
3回
大
会
の
成
功
を
期

し
て
、
精
一
杯
男
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
2

年
7
月
2
7日

足
立
区
長

足
立
区
観
光
曼

昼

艮

古
性

直

ね
ん
き
ん
Q
&
A

第
3
回

う
っ
か
り
忘
れ
て

が
っ
か
り
し
な
い
た
め
に
…

Q

今
月
は

、
老
齢
基
礎

年
金
の
支
払
月

な
の
に

支
払
い
が
あ
り
ま
せ

ん
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
?

A1

現
況
届
け
は
お
済
み

で
す
か
?

受
袷
者
は
、
毎
年
蹶
生
月

の
末
日
ま
で

に
現
況
届
(

ハ

ガ
キ
)

を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

。
も
し

、
提
出

が
な
い
豐
a

、
年
金
の
支

払
い
が
一
時
差
し
止
め
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

現
況
届
け
は

、
あ
な
た
が

た
し
か
に
そ
こ
に
佳
ん
で
生

活
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
た
め
の
も
の
で
す

。
提
出

し
て
い
な
い
方
は
至
急
区
民

事
務
所
で
証
明
を
う
け

、
社

会
保
険
庁
に
郵

送
し
て
く
だ

さ
い
。

A2

住
所

、
氏
名
の
変
更

を
し
ま
し
た
か
?

住
所

、
氏
名
が
変
わ
っ
た

り

、
そ
れ
に
よ
り
支
払
機
関

(
金
融
機
関
)

が
変
更
に
な

っ
た
の
に
届
け
出
て
い
な
い

盪
a

、
銀
行
振
込
が
で
き

な
か
っ
た
り

、
支
払
通
知
書

(
郵
便
局
で
受
け
る
方
の
場

合
)

が
届
か
な
い
こ
と
が
ゐ

り
ま
す

。

住
所

、
支
払
機
関
変
更
届

(
ハ
ガ
キ
)
は

、
国
民
年
金

課
と
区
民
事
務
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で

、
記
入
の

う
え

、
斐

苣

暎

事
務
所
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

。

〔
但
し

、
支
払
機
関
だ
け
の

変
更
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

〕

氏
名
変
更
は

、
①
印
か
ん

②
年
金
証
書
迴
尸
籍
(
騰
)

抄
本
を
用
意
し
て
国
民
年
金

課
(
国
民
金
以
外
の
年
金
も

受
け
て
い
る
方
は
社
会
保
険

事
務
所
)

に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

先

中
央
本

町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
給
付
係

脚
5
1
6
5

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
。3
ヵ
月

闡
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
i
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
金
曜
展
(

絵
画
)
8

月
2
2

～
2
7
日

、
午
前
1
0
時
～
午

後
6

時
初

日
は
正
午
か
ら

、

最
終
日
午
後
3

時
ま
で
)
/

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
/
江
坂

瑟
2
8
1
5

☆
交
通
遺
児
母
の
会
チ
ャ
リ

テ
ィ

バ
ザ
ー
9

月
2
3
日

亘

、午
前
1
0時
～
午
後
4

時
/
渋
谷
東
急
東
横
店
2
階

フ
ロ
ア
/

品
物
の
提
供
者
募

集
/
阪
本

晉
6
5
3
4

☆
易
占
研
究
講
習
会
9

月

毎
週
日
曜
日

、
午
後
1

時

～
3

時
/
青
年
セ
ン

タ
ー
/

毎
回
剏
円
/

関

　
刪
2
9

=
募
集
=

☆
足
立
小
品
盆
栽
岡
好
会

毎
月
第
4
日
曜
日

、
午
後
1

時
～
4

時
/
舎

人
(

新
道

宅
}
/
入
会
啻
千
円

、月
額
千

円
/

新
道

　
脚
7
4
6
6

掲

示
板

□
ご
利
用
く
だ
さ
い

か
ん
え
い
公
庫

糲
境
衛
生
金
融
公
庫
(

か

ん
え
い
公
庫
)
は

、
国
民

の

生
活
と
関
係
の
深
い
軟
食
・

塀
容
・
美
容
・
旅
鱚
・
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
等
環
境
衡
生
関
係

営
業
の
方
に

、
お
店
の
新
・

増
・
改
築
や
器
具
等
の
購
入

な
ど
に
必
要

な
般
俸
資
金

、

運
転
資
金
を
融
贇
す
る
政
府

関
係
金
融
機
関
で
す

。

融
資
条
件
な
ど
く
わ
し
く

は
、
環
境
衛
生
龠
融
公
庫
業

務
部
(
　
皿
5
4
1
6
)

へ
。

□
ゆ
く
え
不
明
の
人
を
さ
が

す
相
談
所
の
開
設

皆
さ
ん
の
家
族

や
知
人

で

、
ゆ
く
え
不
明
と
な
っ
て

い
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、

こ
の
豐
=

に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

警
視
庁
相
談
所
(

　
5
8
1
4
3
2
1
)

洩
草
相
談
所
(
　
8
7
1
0
1
1
0
)

□

「
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文
」
募
集

応
募
方
法

原
稿
用
紙
に
3

千
罕
以
内

、末
尾

に
住
所

、

氏
名

、
性
別

、
学
校
名
、

学
年
を
記
入

申
込
方
法

郵
送

申
込
期
限
9

月
5
日
消
印

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
税

務
署
(
〒
1
2
0千

住
旭
町
4
-
2
1

昌
6
2
4
1
)

西
新
井
税
務
薯
(
〒
1
2
3栗

原
3
-
1
0
-
1
6

　
Ⅲ
1
1
1
1
)

□
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
賃

賢
店
舗
の
経
営
者
募
集

所
在
地

西
保
木
間
4
j
1
2

募
皐
店
脯
1

店
舖

戸
当
た
り
床
面
積
6
8
平
方

メ
ー
ト
ル

賃
貸
料

月
額
1
2

万
7

千

朗
円

共
益
費

月
額
6

千
1
0
0円

敷
金
7
6

万
5
千

勍
円

駐
車
場

月
額
4

千
迴
円

申
込
資
格

東
京
都
内
に
在

住
の
個
人
、
ま
た
は
法
人

で
申
込
業
種
を
3

年
以
上

経
営
し
て
い
る
か
、
5
年

以
上
従
事
し
て
い
て
住
民

税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

受
付

随
時

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
都

住
宅
供
給
公
社

寡
集
セ

ン
タ
ー

　
椢
4
5
2
2

□
第
1
8
回
商
業
統
計
調
査
ポ

ス
タ
ー
募
集

平
成
3

年
7
月
1

日
現
在

で

、
行
わ
れ
る
商
巣
絖
計
調

査
(
御
完

、
小
充
業
)

の
ポ

ス
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま

す

。く
わ
し
く
は
、
通
商
産
巣

大
臣
官
房
商
業
絖
計
課
(

　

沺
1
5
1
1
)

べ
。

特
別
区
職
員
募
集

(身
体
障
害
者
対
象
)

募
集
職
種

事
務
(
Ⅲ
類
)

採
用
予
定
人
員

約
4
5
人

受
験
資
格

次
の
要
件
の
す

ぺ
て

に
該
当
す
る
方

①
牙
体
阻
害
者
褌
祉
法
第
1
5

条

に
定
め
る
身
体
障
害

岩
孚

帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

蛮

肇
7
甲
込
時
お
よ
ぴ
採

用
時
に
お
い
て
引
き
続
き

特
別
区
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
方

面
孛
歴
を
問
わ
ず

、
昭
和

3
8年
4

月
2
日
か
ら
昭
和
4
8

年
4
月
1

日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

ふ
冒

力

に
よ
り
通
動
が
で

き

、か
つ

、介
謬
者
な
し
に

廠
穆
の
遂
行
が
可
衄
な
方

余
蓬

常
の
勦
務
時
間
に
対

応
で
き
る
方

⑥
活
宇
印
刷
文
に
対
応
で

き
る
方

第
一
選

考
日
1
1

月
4

日
(

日
)

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書

(
各
区
役
所

、
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
試
験
課

で
配
付
)
1

通
を
郵
送
ま

た
は
持
参

申
込
期
限

▽
郵
送
・・
・
特
別

区
人
事
委
員
会
事
務
局
試

験
課
・
9

月
2
1日
消
印
有

効

▽
持

参
・
・・
各
区
役

所
・
9
月
2
5日
～
2
7日

、

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務

局

賦
験

課
・
9

月
2
5
日

～
2
8
日
(

午
前
1
0
時
～
午

後
5

時
)

問
合
せ
先

特
別
区
人
事
委

員
会
事
務
局
試
験
睥
{
〒
1
0
2

千
代
田
区
九
段
北
―
-
1
-
4

　
S
0
6
7
1
)

勤
労
福
祉
会
館

休
館
の
お
知
ら
せ

『
館
内
消
毒
の
た
め
貪
l

阿

贈

誓

言

卩
に
詣
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ゴ ミ 問 題

寄せられた声
活 動 報 告レ ポ ート

あ
だ
ち
広
報
(
6

月
2
5
日
号
)
「
ゴ
ミ
問
題
特
集

」
に
対

し
て
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

。

今
回
、
そ
の
一
部
と
、
実
際
の
リ
サ
イ
ク
ル
f
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
区
で
も
、
町
会
・
自
治
会
の
皆
さ
ん
と
と

も
に

、
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会
(

仮

称
)
」
の
設
置
を

、
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

避
け
て
は
通
れ
な
い
「
ゴ
ミ
問
題
」
。
わ
た
し
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
と
も
に
考
え
、
解
決
に

向
け
力
を
合
わ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

今
こ
そ
考
え
た
い

本
当
の
豊
か
さ
と
は

笠
井
美
奈
子
さん

(
六
町
在
住
)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
中

『
ど
う
し
て
日
本
人

は
物
を
粗
末
に
す
る
の
で
す

か
、
ま
だ
使
え
る
の
に
』
と
言

わ
れ
、
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
こ

と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
し

か
に
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

日
本
で
旧
式
と
な
っ
た
電
気
製

品
を
大
切
に
使
っ
て

い
る
し
、

ス
ー
パ
ー
で
は
、
無
料
の
袋
な

ど
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。

私
か
里
親
と
な
っ
て
い
る
ス

リ
ラ
ン
カ
の
少
年
を
訪
ね
た
と

き
の
こ
と
で
す

。
彼
は
古
い
紙

で
作
ら
れ
た
粗
末
な
ノ
ー
ト
を

宝
物
の
よ
う
に
大
切
に
使
っ
て

い
ま
し
た
。

現
代
の
日
本

は
物
で
あ
ふ

れ
、
流
行
に
遅
れ
ま
い
と
、
皆
。

次
々
と
買
い
換
え
ま
す

。
し
か

し
、
本
当
の
意
味
で
の
豊
か
さ

で
は
な
く
、
物
の
価
値
が
わ
か

ら
な
い
、
薄
っ
ぺ
ら
な
豊
か
さ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
と
匸

剛
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で

メ
モ
を
作
る
、
買
い
物
の
際
は

必
ず
袋
を
持
っ
て
行
く
、
な
ど

実
行
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
一

人
の
力
で
は
さ
さ
や
か
な
こ
と

し
か
で
き
ま
せ
ん
。
牛
乳
パ
ッ

ク
の
再
利
用
な
ど
、
行
政
レ
ベ

ル
で
取
り
組
み
、
区
全
体
の
運

動
と
し
て
欲
し
く
思
い
ま
す

。

「
ゴ
ミ
問
題
」
が
注
目
さ
れ

て
い
る
今
日
こ
そ
、
消
費
・
浪

費
の
生
活
を
見
直
す
良
い
機
会

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

食
用
油
の
廃
油

回
収
シ
ス
テ
ム
を

石
原
恵
美
さん
(西
保
木
間
在
住
)

マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
な
の
で

ゴ
ミ
処
理
に
は
頭
を
痛
め
て
い

ま
す
。
天
ぷ
ら
の
後
の
油
の
処

理
は
特
に
。
流
せ
ば
河
川
を
汚

す
の
で
、
市
販
の
薬
品
で
固
め

た
り
、
新
聞
紙
に
吸
わ
せ
て
燃

え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
い
ま

す
。再

利
用
で
き
る
資
源
を
ゴ
ミ

と
し
て
た
だ
捨
て
た
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
場

が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
す
。

最
近
、
廃
油
石
け
ん
が
販
売

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
家

庭
で
使
っ
て
い
ま
す
。
独
特
の

油
臭
さ
、
黄
色
っ
ぽ
い
色
が
初

め
は
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎

日
の
洗
た
く
に
は
不
便
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
む
し
ろ
合
成
洗
剤

の
時
は
マ
ジ
ッ
ク
で
書
い
た
名

前
ま
で
落
ち
て
困
り
ま
し
た
。

必
要
な
汚
れ
だ
け
落
す
の
で
、

廃
油
石
け
ん
は
身
体
に
や
さ
し

い
ん
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま

す
。廃

油
の
回
収
シ
ス
テ
ム
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
も
す
で
に
あ
り
ま
す
。
足
立

区
で
も
ぜ
ひ
検
討
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

一
人
の
力
、
知
恵
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
、
仲
間
が
集

ま
れ
ば
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
?

コ
ツ
は
き
め
こ
ま
か
な

リ

サ

イ

ク

ル

で

す

新
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
麦
の
会

」

「
ガ
ン
ガ
ン
、
ガ
チ
ン
」
新

田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
麦
の
会

」
の
廃
品
回
収
作
業

は
こ
の
金
属
音
か
ら
始
ま
り
ま

す

。
金
づ
ち
を
使
い
、
ジ
ュ
ー

ス
や
ビ
ー
ル
の
缶
を
一
つ
ひ
と

つ
っ
ぶ
し
て
い
き
ま
す

。

「
つ
ぶ
し
て
か
さ
を
減
ら
し
、

磁
石
で
鉄
製
の
も
の
を
除
く

と
、
少
し
で
す
が
高
い
値
段
で

引
き
と
っ
て
く
れ
る
ん
で
す

よ
」
と
会
長
の
千
葉
さ
ん
。

継
続
し
て
一
定
量
を
回
収
す

る
た
め
、
大
量
の
空
き
缶
の
出

る
近
所
の
酒
店
、
ス
イ
ミ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
も
お
願

い
し
て
集

め
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

「
麦
の
会

」
は
現
在
会
員
2
8

人

。
新
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
、
こ
の
4

月
に

発
足
。
廃
品
回
収
の
他
に
も
使

用
済
み
切
手
の
再
活
用

、
一
人

暮
ら
し
の
お
と
し
よ
り
の
方
へ

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
。
看
護
教
室

の
開
催
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

「
回
収
さ
れ
た
衣
類
は
値
を

付
け
、
バ
ザ
ー
を
開
い
て
い
ま

す
」
そ
の
他
の
衣
類
は
外
国
向

け
の
救
済
衣
料
セ
ン
タ
ー
に
輸

送
す
る
な
ど
、I

点
も
無
駄
に

し
な
い
よ
う
。
知
恵
を
出
し
合

っ
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
た
ゴ
ミ

(
も
う
ゴ
ミ
と
は
呼
べ
な
い
大

切
な
品
物
)

を
リ
ヤ
カ
ー
で
業

者
へ
運
び
ま
す
。

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
利
益
は

わ
ず
か
で
す
が
、
会
の
活
動
費

の
一
部
と
し
て
地
域
に
還
元
さ

れ
て
い
ま
す

。

「
今
は
ま
だ
、
自
分
た
ち
の

手
で
出
来
る
さ
さ
や
か
な
活
動

で
す
が
、
す
そ
野
を
広
げ
、
地

域
に
根
づ
い
た
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
に
し
て
い
き
た
い
」

近
々
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
利
用

し
て
の
手
す
き
は
が
き
も
作
っ

て
い
く
予
定
。
女
性
ら
し
い
気

配
り
の
行
き
届
い
た
活
動
で
、

ま
さ
に
ウ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
の
結

集
で
す
。

な か なか む ず か し い わ ネ

暑 さ な んか 吹 き と ば す ぞ ー

広
報
紙
は
全
号

再
生
紙
に

中
川
西
彰
さん
(千
住
宮
元
町
在
住
)

ゴ
ミ
問
題
、
資
源
問
題
を
解

決
し
て
い
く
に
は
、
区
民
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
問
題
と
し
て

意
識
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
と

思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
区
の
P
R

と
り
わ
け
広
報
紙
で
の

呼
び
か
け
の
果
た
す
役
割
は
大

き
く
、
期
待
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
広
報
紙
自
体
、5
、1
5

日
号
だ
け
で
な
く
、2
5日
号
も

再
生
紙
に
切
り
替
え
る
な
ど
、

区
が
卒
先
し
て
資
源
の
再
利
用

に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

□令
広
報
課
か
ら

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
で
き

る
限
り
再
生
紙
を
利
用
し
て
、

資
源
保
護
を
訴
え
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
広
報
紙
2
5日
号
は
、8

ペ
ー
ジ
で
、
カ
ラ
ー
紙
面
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
再
生

紙
の
確
保
が
む
ず
か
し
か
っ
た

こ
と
、
カ
ラ
ー
写
真
が
黒
ず
ん

で
し
ま
う
な
ど
の
問
題
点
が
あ

り
ま
し
た
。再
生
紙
の
品
質
も

向
上
し
つ
つ
あ
り
、
乙値

、
2
5

日
号
も
再
生
紙
使
用
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゴ
ミ
問
題
は

地
球
規
模
の
環
境
問
題

グ
ループ

「
ち
い
さ
な
ゴ
ミ
仲
間
」

`
ご
み
問
題
に
関
心
を
持
っ
た

仲
間
が
、
何
も
知
ら
な
い
こ
と

に
驚
き
、
新
聞
を
切
り
抜
き
、

本
を
読
ん
だ
り
し
て
勉
強
を
始

め
ま
し
た
。
清
掃
事
務
所
で
話

し
を
聞
き
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
い

る
う
ち
に
、
ご
み
問
題
の
奧
の

深
さ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

牛
乳
パ
ッ
ク
に
し
て
も
、(

ガ
キ
な
ど
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
だ

け
で
は
、
現
在
北
欧
、
北
米
で

行
な
わ
れ
て
い
る
1
日
約
5
千

本
分
の
針
葉
樹
の
伐
採
は
減
ら

な
い
と
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

ア
ル
ミ
缶
も
、
原
料
で
あ
る
ボ

ー
キ
サ
イ
ト
の
採
掘
の
た
め
に

第
3
世
界
の
人
々
の
暮
ら
し
が

犠
牲
に
な
り
、
な
お
か
つ
、
製

造
過
程
で
I
缶
に
つ
き
4
2
2
ワ
ッ

卜
も
の
電
力
を
消
費
す
る
こ
と

を
知
り
、
あ
ぜ
ん
と
し
た
の
で

す
。ま

さ
に
ゴ
ミ
問
題
は
地
球
規

模
の
環
境
問
題

だ
と
言
え
ま

す
。
便
利
さ
だ

け
を
追
求
し
て

き
た
今
の
私
た

ち
の
生
活
を
見

直
す
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
行

政
や
企
業
の
果

す
べ
き
役
割
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
は
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

勉
強
不
足
で
す
。
実
際
に
自
然

保
護
や
環
境
問
題
な
ど
に
関
わ

つ
て
い
る
方
々
の
話
を
聞
く
機

会
を
持
ち
、
意
識
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
一
緒
に
勉
強
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
。

勉 強 す る た び に、 ゴ ミ問 題 の
奥の 深 さ を感 じ ます

私たちも 挑戦! !
「廃食用油から石けん作り 講習会」

―竹の塚消費者の会―

「
竹
の
塚
消
費
者
の
会

」

は
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
研

究
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
展
し

、
H

年
目
。
現
在
は
1
5
1人
も
の

会
員
で
運
営
さ
れ
、
地
道
な

運
動
を
続
け
て
い
ま
す

。

「
合
成
洗
剤
や
廃
油
が
河

川
を
汚
す
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
廃
油
の
再
利
用
に
も

な
る
な
ら
ぜ
ひ
自
分
た
ち
の

手
で
廃
油
石
け
ん
を
作
ろ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今
回

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
指
導

で
、
講
習
会
を
開
く
運
び
と

な
り
ま
し
た
」
と
代
表
の
菊

地
さ
ん
。

油
、
ご
は
ん
、
レ
モ
ン
を

入
れ
た
一
斗
缶
を
火

に
か

け
、熱
す
る
こ
と
1
0分
近
く
。

「
さ
あ
、
8
0度
を
過
ぎ
た
よ
」

火
か
ら
降
ろ
し
、
カ
セ
イ
ソ

ー
ダ
を
入
れ
ま
す
(

こ
の
と

き
有
毒
ガ
ス
が
出
る
の
で
注

意
を
)
。俥
で
か
き
回
す
と
、

ご
は
ん
、
レ
モ
ン
が
溶
け
て

き
ま
す

。
こ
こ
で
沸
と
う
し

た
湯
を
そ
そ
ぎ
、
さ
ら
に
ま

ぜ
続
け
る
と
ク
リ
ー
ム
状
に

も
っ
た
り
し
て
き
ま
す
。

こ
う
し
て
1
日
置
き
に
お

湯
を
入
れ
て
は
か
き
回
す
作

業
を
繰
り
返
し
、1

ヵ
月
程

で
一
斗
缶
一
杯
の
石

け
ん

(ゼ
リ
ー
状
)
が
作
れ
ま
す
。

「
今
回
は
グ
ル
ー
プ
の
代

表
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
帰
っ
て
広
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す

」地
域

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
、
石
け
ん
作
り
の
集
ま
り

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

材料
・ 食 用油 の廃 油- 1 升5 合( 2, 71a)

・カ セ イ ソ ー ダ( フ レ ー ク) 450g　　　

… … 豪 局 で 印 鑑 が 必 要

・ 一 斗 缶

・ 残 りご はん 【茶 わ ん 一 杯 ほ ど 】

・ 木 の 棒( 15m 位)

・ 水 温 計( 100 ° C)

・ レ モ ン( 1, 2 個 を 輪 切 り)

石 け ん ら し く な っ て き た ヵヽ し ら

再
生
紙
使
用シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク

RECYCLE PAPER
―森 林資 源を 大切に ―

区
で
は
、
再
生
紙
を
使
用

し
た
印
刷
物
に
、「
再
生
紙
使

用
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
表

示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ー

ク
は
、
守
る
べ
き
森
林
資
源

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
シ
ン
ボ
ル

化
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
紙
ゴ
ミ
の
分
別

収
集
、
コ
ピ
ー
用
紙
に
再
生

紙
を
利
用
す
る
な
ど
、
区
役

所
も
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て

い
ま
す

。


